公益社団法人二本松市シルバー人材センター
令　和　６　年　度　事　業　報　告
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 自　令和　６年４月　１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 至　令和　７年３月３１日
Ⅰ．事業の概要
近年の社会情勢は、コロナ禍の3年間を乗り越え、経済活動が改善される方向に向かっていたが、激化する国際紛争に頻発化する自然災害、アメリカ発となる貿易摩擦などの不安定要素が顕在化し、その先行きは不透明な状況となっています。国内においてもこれらに起因する消費者物価の高騰や人口減少・少子高齢化による人手不足の深刻化と市場規模の縮小が懸念されているところです。
このような状況下ではありますが、多くの人々が、「人生百年時代」を迎える社会が形成されつつあり、誰もが生涯現役で活躍できる社会の実現が求められています。今こそ、地域生活に密着した就業機会の提供や高齢者の社会参加の促進、高齢者の生きがいの充実、健康の保持増進と医療費や介護費用の削減などに寄与するシルバー人材センターの役割は、地域社会にとって、益々必要不可欠となってきているところです。
当シルバー人材センターにおいても高齢者の地域参加に向けた多くの取り組みを進めているところでありますが、インボイス制度導入による税負担の増をはじめ、定年年齢の延長による会員の確保と高齢化、本年４月からの「特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律（フリーランス新法）」に対応するための新契約への移行等、センター事業を取り巻く環境は、厳しさを増しています。
そのような中ではありましたが、契約額は前年度を上回る結果となりました。また、会員数についても、前年度末の会員数を１２名上回る結果となりました。これはシルバー広報誌の市内全世帯配布等による市民への周知の成果によるものと考えるところであります。
令和６年度の事業実績につきましては、受託事業と派遣事業を合わせた総契約金額が２８０，７１８千円となり、対前年度比較３０，６３５千円の増、率にして１２．２％の増となりました。
これもひとえに、役員をはじめ会員皆様の地道な努力の積み重ねによるものであると深く感謝申し上げます。
　　なお、主な事業の実施状況については、次のとおり報告いたします。
Ⅱ．事業の実績
（１）受託事業実績
	
	令和６年度
	令和５年度
	増　減　率

	受注件数
	1,800件
	1,729件
	　4.1 %

	契約金額
	230,254千円
	203,659千円
	　13.1 %

	訳内
	公共
	  245件(115,342千円)
	 242件(104,390千円)
	1.2%(10.5%)

	
	民間
	1,555件(114,911千円)
	1,487件 (99,269千円)
	4.6%(15.8%)

	就業実人数
	 374人
	 370人
	1.1 %

	就業延人数
	38,457人日
	36,596人日
	5.1 %


（２）労働者派遣業実績
	
	令和６年度
	令和５年度
	増　減　率

	受注件数
	   19件
	  19件
	0   %

	契約金額
	  50,464千円
	46,423千円
	8.7 %

	訳　内
	公共
	5件（17,959千円）
	  5件（16,888千円）
	0%( 9.8%）

	
	民間
	14件（32,505千円）
	14件（29,535千円）
	0%(14.4%）

	就業実人数
	58人
	51人
	 13.7 %

	就業延人数
	7,738人
	6,967人
	 11.1 %


（３）事業実績総計（受託＋派遣）
	
	令和6年度
	令和5年度
	増　減　率

	受注件数
	1,819件
	1,748件
	4.1 %

	契約金額
	280,718千円
	250,083千円
	      12.2 %

	訳内
	公共
	250件(133,302千円)
	247件(121,278千円)
	1.2％( 9.8%）

	
	民間
	1,569件(147,416千円)
	1,501件(128,805千円)
	4.5％(14.4%）

	就業実人数
	 409人
	 404人
	1.2 %

	就業延人数
	46,195人日
	43,563人日
	6.0 %

	就 業 率
	85.7％
	86.9％
	△1.4 %


（４）会員数
	
	令和6年度
	令和5年度
	増　減　率

	会 員 数
	 477人
	 465人
	12人(2.6％)


Ⅲ．シルバー人材センター事業
１．新５カ年計画の推進
　　  新５カ年計画の最終年度として、計画の推進を図りました。令和６年度末会員数は４７７名となり、計画目標の４８８名を１１名下回りました。契約金額につきましては２億８千万円となり、本計画の最終年度目標金額を２年連続で達成することができました。
２．組織体制の確立と財政基盤の強化
　　　理事・監事会を定期的に開催するとともに、互助会役員会、地域班長会、専門委員会を開催し、会員相互の連携強化を図りました。
　　　また、シルバー事業推進のため国や二本松市から補助金による財政支援を受けるとともに、積極的な事業展開により収入の確保を図り、財政基盤の安定・強化に努めました。
３．就業開拓の推進
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　　　会員への就業機会の確保と提供を行うため、新５カ年計画に基づき、就業先の
　　開拓に努めました。
　　　就業普及委員会活動として、市内の官公署、各種事業所及び寺院のほか、小中　　学校や一般家庭等も含め、５２９件（前年比４１件増）を訪問し、就業機会の開拓と就業分野の拡大に努めました。また、ＰＲ用チラシを作成し、配付すると共に、マッチング支援員による就業先と就業会員間の円滑な調整に努めました。
４．安全・適正就業の推進
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  　安全就業を第一として、安全・適正就業推進委員による就業現場の
安全パトロールを４回、５か所実施しました。また、安全・適正就業推進委員会を４回開催するとともに、「第１回安全・適正就業推進大会」の開催、会員向け安全就業ニュースの発行、安全スローガンの募集を行い、安全意識の高揚と実践に努めました。
 適正就業については、会員就業規程に則り、同一職種・同一就業場所での長期就業の是正に努めるとともに、発注者や就業会員へ理解を求め、仕事の分担と業務の配置換えにより適正就業の推進を図りました。
５．研修・講習会の実施
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１０月に役員を対象とした「人生１００年時代の健康づくり」と題した健康講座を二本松市役所健康増進課職員に依頼して開催しました。また、同月に草刈機（カルマー刃）使用にかかわる講習会を開催、有限会社根本機工社長に講師を依頼し、実施いたしました。
３月には、スマホ操作方法について、入門編・応用編と題した５回の講習会を開催し、知識の習得を図りました。
市内４地区単位で実施している「会員研修会」は、テーマを「高齢者の健康管理について」として、講師を二本松市地域包括支援センター職員に依頼し開催いたしました。
　
６． 会員数の確保
　　  シルバー事業の根幹をなす会員の確保は、当センター事業運営上最重要事項の
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　　一つであります。会員拡大推進員による広報活動のほか、市広報誌の余白を利用
　　した入会説明会の案内、当シルバー広報誌の
全世帯配布、会員を通じた入会の促進など多く
の機会を通じて会員の確保を図りました。
会員拡大推進員による活動では、市内公共施
設の窓口にリーフレットを配置し、より多くの
市民に、シルバー人材センター入会のＰＲ活動
を展開しました。
会員を通じて会員の拡大を図る「１会員２名紹介運動」に取り組みました。
会員からの紹介は、友人・知人などに直接働きかけ、安心して入会につながる
ケースとなっています。
７．相談の実施
    入会を希望する高年齢者に対し、就業等に関する情報提供を行ったほか、仕事
の依頼に対する問い合わせ等も含め当センター事務所窓口、電話及びメール等に
より、市民や事業者等の相談に応じました。
８．有料職業紹介事業の実施
      高年齢者等の雇用の安定等に関する法律の改正により、短期的または軽易な仕事を希望する高年齢者に対し、雇用機会の拡大を図る有料職業紹介事業に取り組みました。
９．労働者派遣事業の実施
　派遣元事業主である公益社団法人福島県シルバー人材センター連合会の実施事業所として、事業主からの指揮監督を受けて就業する業務については、労働者派遣事業を案内し、派遣契約を締結して、適正な就業形態の確保に努めました。
10．独自事業への取り組み 　
今回で４回目となったシルバー祭りを、１１月２４日（日）に開催しました。内容としては、会員の作品展示、バザー、襖張り実演、農産物の販売等を行いました。
















